
小学校第５学年算数科指導案期 間 ９月４日（月）～９月14日（木）対 象 盛岡市立巻堀小学校第５学年男子５名、女子５名 計 1 0名指導者 雨 森 英 明１ 単元名 小数のかけ算を考えよう（使用教科書会社 東京書籍）２ 目標乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算の仕方を理解し、それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は小数の場合でも成り立つことを理解する。３ 教材観本単元は、小数をかける乗法について乗法の意味の拡張、計算の仕方の理解を主なねらいとしている。小数をかけるということは、これまで学習してきた「×(整数)」における同数累加の考え方を用いることができず、意味の拡張を行う必要が出てくる。計算の仕方については 「 整数）×、（（整数）の計算を行い、小数点を移動する」という計算手順を覚えさせるのではなく （小数）×、（小数）を（整数）×（整数）にする方法や、小数点を移動する理由を理解させることが大切であると考える。さらに、それらの理解の上に立って求積公式や 「もとにする量×何倍＝比べられる、量」の問題場面へと乗法の意味を拡張していくことが大切であると考える。４ 児童観児童は第５学年になり、小数と整数のしくみ、小数に整数をかける計算について学習してきてい。 「 」 。る また日常の生活の中でも ～の3.2倍 というような表現を聞いたことがあるものと思われるしかし、小数をかける問題については同数累加の考えでは解くことができず、とまどいを持つものと思われる。中には、小数をどのような方法で整数に置き換えるか考えないまま、安易に小数点を取って整数にして計算しようとする児童もいると考えられる。５ 指導観本単元の指導においては、実物の提示、数直線や図、言葉の式の活用をとおして小数をかけるこ。 、 、 、との意味の理解を深めていきたいと考える また 計算の仕方については 小数を整数にすること整数の計算をすること、小数点を移動することの三つの計算手順をそれぞれ考えさせることで計算の仕方の理解を図っていきたいと考える。その際、既習事項である整数の乗法を用いながら計算の仕方を考えさせていきたいと考える。６ 単元の評価規準 評 価 規 準関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解○乗数が小数のかけ算 ○整数の乗法の計算と ○乗数が小数の乗法計 ○小数が小数の乗法のを既習の整数の数量関 関連づけて、乗数が小 算をすることができる 意味やその計算の仕方係などを基にして、乗 数の乗法計算の仕方を を理解する法の式に表そうとする 考える



７ 単元指導計画 （授業実践は１～５時間目 ＊はコンピュータ教材を用いる授業）時間 ねらい 学習活動＊１ 小数をかけることの意味を理解する ・リボンを使い問題場面を把握する整数×小数の計算の仕方を理解する ・0.1ｍをもとにして2.6ｍを整数に置き換える方法を使い代金を求める＊２ 小数をかけることの意味を理解する ・前時の問題について2.6ｍを10倍にし26ｍと整数×小数の計算の仕方を理解する 考える方法を使い代金を求める＊３ 小数×小数の計算の仕方を理解する ・パイプの重さと長さをそれぞれ10倍にし整数にする方法でパイプの重さを求める＊４ 小数×小数の筆算の仕方を理解する ・前時の問題を筆算で計算する方法を考える小数×小数の筆算ができる ・小数×小数の筆算の問題を解く５ 小数×小数の計算（末尾の０を処理した ・小数×小数の計算の仕方を３つの計算問題をり０を補う場合）ができる 手掛かりに末尾の０を処理する場合や一の位に０を補う場合を含めて一般化を図る６ 乗数が１より大きい場合と小さい場合に ・数直線を手掛かりにしたり実際に計算するこついて被乗数と積の関係を理解する とで乗数が１より大きい場合と小さい場合の被乗数と積の関係を調べる・調べた結果から一般化を図る７ 長方形の辺の長さが小数の場合も面積の ・辺の長さが小数の場合に１辺が１㎜の正方形公式が適用できることを理解する がいくつ分か考え面積を求める・辺の長さが小数でも面積の公式を使って求められることを理解する８ 小数の場合でも交換、結合、分配法則が ・交換法則、結合法則、分配法則について整数成り立つことを理解する で成り立ったことが小数でも成り立つか実際に計算をして調べる９ 学習内容を確実に身につける ・小数のかけ算についてのいろいろな問題に取り組む10 小数倍の意味を理解する ・テープ図や数直線をもとにしたり整数÷整数を手掛かりに小数倍の意味を理解する11 倍を表す数が小数の時も、比較量は基準 ・数直線をもとにしたり、基準量×整数倍をも量×何倍で求められることを理解する とにし基準量×小数倍を理解する12 学習内容の理解を確認する ・学習内容の理解を確かめ、理解が十分でない事項について補充を行う



８ 展開1/12時間本時のねらいと具体の評価規準○整数のかけ算や数直線、言葉の式を使い 計算の意味が分かる （知識・理解）。Ａ 整数のかけ算や数直線、言葉の式を使い立式の根拠を説明できる。Ｂ 整数のかけ算か数直線か言葉の式を使い立式の根拠を説明できる。Ｃへの支援数直線や言葉の式を用いて整数のかけ算と比較させ乗数が小数の場合でも立式できることを理解させる。○0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方が分かる（知識・理解）Ａ 0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方を順序よく説明できる。Ｂ 0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方を説明できる。Ｃへの支援 、 、図をもとに 2.6mは0.1mが26こであることと0.1ｍの代金が９円であることをつかませ９円が26こ分を求めることを理解させる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 １ 本時の問題を把握する ・１ｍ、２ｍ、３ｍのリボンを提示し問題を ・リボン（１ｍ、入 ・教師の提示したリボンをも つかませる ２ｍ、３ｍ ）、 ）とに本時の問題を知る ・紙板書(問題文・整数ｍについて代金をもとめさせる際、式と根拠をはっきりさせる （ 、・紙板書 数直線言葉の式）・整数の場合について数直線 ・題意に合わせ一斉指導により数直線を書かをかく せたり言葉の式を考えさせたりする・整数の計算をもとに言葉の式をつくる・本時の問題について立式す ・本時は2.6ｍの代金を求めることを知らせる る 評立式の根拠を説・整数の場合との比較や数直線、言葉の式を 明できたか２ 学習課題を知る もとに根拠を明らかにさせ立式させる （発言）15分展 ３ 解決の見通しをもつ ・乗数が整数の場合には計算できたことから開 整数にすれば計算できることに気づかせる４ 計算の仕方を考える ・整数に置き換え方法をコンピュータ教材を コンピュータ教材・2.6ｍを整数に置き換える 使って提示することを知らせ、その意味を （１－１）方法をコンピュータ教材を 考えさせる 評整数に置き換え見て考える ・気づいたこと、考えたことを発表させ、話 る方法を説明でし合わせる きたか（プリン・2.6ｍを小数に置き換える方法をプリント ト、発言）に記述させる・整数での計算の仕方につい ・2.6ｍは0.1ｍが26こという考えを使って代 コンピュータ教材て考える 金の求め方を提示することを知らせ、考え （１－２）させる 評0.1mが９円であ・気づいたこと、考えたことを発表させ、話 ることを使ってし 合わせる 計算の仕方を説・2.6ｍは0.1ｍが26こ、0.1ｍは９円である 明できたか（プことを使って代金を求める方法をプリント リント、発言）25 に記述させる分終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を使っ コンピュータ教材末 て教師と一緒にまとめる５ ６ 感想を記入する分

90×2.6の計算の仕方を考えよう

１ｍのねだんが90円のリボンを□ｍ買いました。代金はいくらですか

0.1ｍをもとにして2.6ｍは0.1ｍが26こと考えて計算する



2/12時間本時のねらいと具体の評価規準○2.6ｍを10倍し26ｍの代金を求めてから2.6ｍ分の代金を求める計算の仕方が分かる （知識・。理解）Ａ 2.6ｍを10倍し26ｍと考えること、90×26をすると積が10倍になっていることと26ｍの代金を1/10にすると2.6ｍの代金を求められることを説明できる。Ｂ 10倍すること、積が10倍になっていること、1/10にすることを説明できる。Ｃへの支援図をもとに2.6ｍを整数にするため10倍することをつかませる｡26ｍの代金を求め、1/10にすることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時学習内容の想起 ・0.1をもとにして小数を整数に置き換 ・紙板書(問題文）入 えて計算したことを想起させる
１ 本時の学習内容を知る ・前時とは別の方法で整数にして計算することを知らせる２ 学習課題を知る10分展 ３ 解決の見通しをもつ ・小数が整数になれば計算できそうだと開 見通しをもたせる４ 計算の仕方を考える ・整数にする方法をコンピュータ教材を コンピュータ教材・2.6を整数にする方法をコ 使って提示することを知らせ、その意 （２－１）ンピュータ教材を見て考え 味を考えさせる 評10倍にすることが説る ・気づいたこと、考えたことを発表させ 明できたか（プリン話し合わせる ト、発言）・2.6ｍを小数に置き換える方法をプリントに記述させる・整数での計算の仕方につい ・2.6ｍを10倍して26ｍにするという考 コンピュータ教材て考える えを使って代金の求め方を提示するこ （２－２）とを知らせ、考えさせる 評26ｍ分の代金につい・気づいたこと 考えたことを発表させ て説明できたか（プ、 、話し合わせる リント、発言）・26ｍの代金についてプリントに記述させる・2.6ｍの代金を求める方法 ・26ｍの代金から2.6ｍの代金を求める コンピュータ教材を考える 方法を考えさせる （２－３）・気づいたこと 考えたことを発表させ 評2.6ｍの代金を求め、 、話し合わせる る方法を説明できた・2.6ｍの代金を求める方法をプリント か(プリント、発に記述させる 言)５ 話し合う25 ・前時のやり方との共通点を ・どちらも2.6ｍを整数の26にして計算分 見つける したことを確認する終 ６ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使って教師と一緒にまとめる７ 練習問題に取り組む10分 ８ 感想を記入する

90×2.6を別の方法で計算しよう

90×2.6の計算は2.6を整数にして計算する

1ｍのねだんが90円のリボンを2.6ｍ買いました。代金はいくらですか



3/12時間本時のねらいと具体の評価規準○2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方が分かる （知識・理解）。Ａ 2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方をもとの式の積の大きさと比較して説明できる。Ｂ 2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方を説明できる。Ｃへの支援図をもとに乗数と被乗数を10倍して計算すると積はもとの式の積の100倍になっていることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 １ 本時の問題を把握する ・2.3kg×整数ｍの問題を見せ、整数ｍに ・紙板書（問題文）入 ついて重さを求めさせる。その際、式と根拠をはっきりさせる
・題意に合わせて一斉指導により数直線を・整数の場合について数直 かかせたり言葉の式を考えさせたりする ・紙板書(数直線、言線を書く 葉の式）・整数の計算をもとに言葉の式をつくる・本時の問題について立式 ・2.8ｍの重さを求めることを知らせるする２ 学習課題を知る ・数直線や言葉の式をもとに根拠を明らかにさせる10分展 ３ 解決の見通しをもつ ・被乗数が小数の場合にも整数にすれば計開 算できたことから乗数、被乗数を整数にすれば計算できることに気づかせる４ 計算の仕方を考える ・整数にする方法をコンピュータ教材を使 コンピュータ教材・2.3と2.8を整数にする方 って提示することを知らせ、その意味を （３－１）法を考える 考えさせる 評2.3kgと2.8ｍを整数・気づいたこと、考えたことを発表させ、 にする方法を説明で話し合わせる きたか（プリント、・2.3kg、2.8ｍを小数に置き換える方法を 発言）プリントに記述させる・23×28の計算をする ・23×28＝644の計算をさせ、積の大きさについて話し合う・整数の計算をすることに ・23×28＝の積がもとの式の積の何倍にな コンピュータ教材ついて考える っているかをコンピュータ教材を見て考 （３－２）えることを知らせ、提示する 評積が100倍になって・気づいたこと、考えたことを発表させ話 いることを説明できし合わせる たか（プリント、発・644はもとの積の10倍になっていること 言）をプリントに記述させる・小数の積の求め方につい ・644を整数の積にする方法をコンピュー コンピュータ教材て考える タ教材を見て考えることを知らせ、提示 （３－３）する 評積を1/100にするこ・気づいたこと、考えたことを発表させ、 とが説明できたか話し合わせる （プリント、発言）

１ｍの重さが2.3kgのパイプがあります。このパイプ□ｍの重さは何kgですか
2.3×2.8の計算の仕方を考えよう



・644をもとの積にする方法をプリントに25 記述させる分終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使って教師と一緒にまとめる
10分 ６ 感想を記入する

2.3×2.8の計算の仕方は2.3を（10倍）して（23）にします2.8を（10倍）して（28）にします（23×28）の計算をします。積が（100）倍になっているので（1/100）にします（644÷100）の計算をします答えは（6.44）です



4/12時間本時のねらいと具体の評価規準○ 小数×小数の筆算の仕方を説明できる （知識・理解）。Ａ 小数×小数の計算の仕方をもとにして筆算の計算の仕方が説明できる。Ｂ 小数×小数の筆算の仕方が説明できる。Ｃへの支援図を使って乗数、被乗数を整数と見て計算し、積を1/100にすることで小数の積を求めることができることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時学習内容の想起 ・小数を整数にして計算し、積を1/100 ・紙板書(前時まとめ入 にしたことを想起させる で使ったもの）１ 本時の学習内容を知る ・筆算での計算の仕方を学習することを知らせる・2.3×2.8を筆算で計算することを知る２ 学習課題を知る５分展 ３ 解決の見通しをもつ ・実際に計算させ、問題点を見つけさせ開 る・本時の学習は前時に学習した内容と小数点の動きを結びつけることを知らせる４ 筆算の計算の仕方を考え ・コンピュータ教材を提示し、前時に学 コンピュータ教材る 習した小数を整数に置き換える計算と （４－１）・小数を整数に置き換え計算 筆算の計算の共通点を見つけさせる 評小数を整数と見るたしたときの小数点の移動を ・気づいたこと 考えたことを発表させ めに乗数と被乗数を、 、考える 話し合わせる 10倍していることを説明できたか（プリント）・整数の計算をしたときの積 ・積が100倍になっていることと、もと コンピュータ教材の大きさを考える の積の小数点が、右へ２けた移動して （４－２）いることを理解させ、プリントに記述 評積が100倍になってさせる いることと小数点を右へ２けた移動したことを説明できたか(プリント)・積を1/100にするときの小 ・コンピュータ教材を提示し、整数の積 コンピュータ教材数点の移動を考える を２回1/10にすることで1/100になる （４－３）ことと小数点を左へ２けた移動するこ 評積の小数点を移動すとを見つけさせる ることは積を1／100・気づいたこと 考えたことを発表させ にしていることを説、 、話し合わせる 明できたか（プリン・積を1/100にすることと小数点を左へ ト）30 ２けた移動することを理解させ、プリ分 ントに記述させる終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使い教師と一緒にまとめる
６ 練習問題に取り組む10分 ７ 感想を記入する

2.3×2.8を筆算で計算しよう

（2.3）を（10）倍する 小数点について（2.8）を（10）倍する （右）へ（１）けたうつる（整数）の計算をする （右）へ（１）けたうつる（小数）にする （左）へ（２）けたうつる



5/12時間本時のねらいと具体の評価規準○ 小数×小数の計算で積の末尾の０を消したり、積が純小数になるとき１の位に０を補う場合の計算の仕方が分かる （知識・理解）。Ａ 積の末尾の０をを消したり、積が純小数になるときに１の位に０を補う計算の仕方や、前時までに学習した計算の仕方との共通点が分かるＢ 積の末尾の０をを消したり、積が純小数になるときに１の位に０を補うことが分かる。Ｃへの支援末尾の０を消すことを既習事項を想起させ理解させる。小数の積を求める際に、小数点を左へ移動させたときに１の位に数字がないときは０を補うことを教える。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時までの復習 紙板書（前時までの学習内入 １ 問題提示 容と本時の問題）２ 学習課題を知る５分展 ３ 解決の見通しをもつ開 ・計算の仕方を使えば計算で ・前時までで学習したことを使えきることをつかむ ば計算できそうだと見通しをもてればよい４ 自力解決に取り組む ・筆算で計算し、考え方を記入さ 評前時までの学習を生かし・プリントに計算の仕方や考 せる て問題に取り組んだか 観（え方を記入する 察）・記入できない児童には、筆算の仕方で学習したことを一緒に確認し、考えさせる５ 考えを発表する ・児童が発表したことを教師が記 評末尾の０を消したり、１入する の位に０を補うことができたか（プリント）
30分 ・３つの筆算について共通点と相違点を見つける終 ６ 学習のまとめをする末

７ 練習問題に取り組む ・期間巡視しながら丸つけを行う 評練習問題に取り組んでい10 るか（観察）分 ８ 学習の感想を書く

① 4 . 9 ② 4 . 2 ③ 0 . 4× 3 . 1 × 7 . 5 × 2 . 3いろいろな小数のかけ算を筆算で計算しよう

(1)整数にする(2)整数のかけ算をする(3)小数点をつける(4)一番右の０を消す。１の位が空いたら０をつける

共通点小数を整数にしている整数の計算をしている積の小数点を移動している相違点②は一番右の０を消している③は１の位が空いているので１の位に０を書いている
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第５時 練習プリント



指導細案（１時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日はこれを使って勉強します （リボンを見せる）これはな。・教師の提示したリボンをも んだか分かりますかとに本時の問題を知る Ｃ リボン、ひも、テープＴ そう、リボンですね。みんなは自分でリボンを買いに行ったことあるかなＣ ある。無い。そんなの買わないよＴ リボンを切って各班に渡す （あらかじめ１ｍ、２ｍ、３ｍ、。に印を付けておき切りやすくする）Ｔ これは１ｍ、これは２ｍ、これは３ｍあります。代金分かるかなＣ 分かんない １ｍの値段が分からないとだめ。長さだけだと代金は分からないよＴ そうだね。問題文を出すねＴ 読みましょうＣ 読むＴ １ｍの値段はいくらかなＣ 90円Ｔ □に１を入れてみるね （１を貼る）代金は分かりますか。Ｃ 90円ですＴ どうしてですかＣ そう書いてあります。90円が１ｍ分だからですＴ ２を入れてみるね。代金は分かりますかＣ 180円Ｔ どうやってやったのＣ 90×２ 90＋90Ｔ どうしてＣ ２ｍだから90円が２つありますＴ 今度は３を入れてみるね 代金は分かりますか・整数の場合について数直線 Ｔ なかなかすばらしいですね。もっとよく分かるように数直線ををかく 一緒にかいてみましょう（紙板書を貼り一緒に書く）Ｔ 次に言葉の式をつくりましょう・整数の計算をもとに言葉の Ｔ みんなが立てた式の中でこの90というのは何ですか式をつくる Ｃ １ｍの値段ですＴ じゃ、１ｍの値段×となるねＴ ×のあとはどうすればいいかな。２とか３とかなんですかＣ 買った長さですＴ じゃ１ｍの値段×買った長さとすればいいですね。よんでみましょう。プリントに書いてくださいＴ さあここから今日の本当の問題ですよ （2.6を貼る）。・本時の問題について立式す Ｔ 買った長さが実は2.6ｍなんです。どんな式になるかなる Ｃ 90×2.690×2.6 Ｔ どうしてそう思ったのＣ 整数のときはかけざんだったからＣ 言葉の式に当てはめましたＣ 問題文の意味も変わっていないから２ 学習課題を知る Ｔ 今日は何の勉強をするかというと90×2.6の計算の仕方を考えます３ 解決の見通しをもつ Ｔ さあどうすれば計算できそうかなＣ 小数点がなければ簡単Ｃ 難しいなＴ さっき簡単にできたのはどういう問題だったＣ 整数Ｔ この小数が整数なら計算できそうだよねＴ でも勝手に整数にできないから、何とか整数にする方法を考えて計算していきたいんです。そこで、まずみんなには2.6を整数にする方法を考えてもらいます。何かアイディアありますかＣ 小数点を取る。10倍する。分からない。0.1が26個４ 計算の仕方を考える Ｔ そこで今日は整数にする方法をコンピュータの画面を見て考え・2.6を整数に置き換える方法 てもらいます。じっくり見てくださいねを考える （提示する）＊見る観点としては2.6を整数にする方法を考えるということを知らせておくＴ どうでしたか。2.6を整数にする方法を発見できましたかＣ 2.6は0.1が26個Ｃ 2.6ｍは0.1ｍが26個Ｃ よく分からないＴ 2.6ｍは0.1ｍが26こという考えが出てきました。もう一度見せ



るので確かめてくださいＴ まず2.6ｍを数直線に表します。次に１ｍは0.1ｍが10個２ｍは20個、2.6ｍは…… どうでしたかＣ なりましたＴ 2.6ｍは0.1ｍが26個Ｔ 次に0.1ｍが26個を使って計算していくんですがいい考えが浮かんだ人はいますかＣ 0.1ｍの金額を求める。26のまま計算する、よく分からないＴ 今度はこの考えを使ってどうやって計算をして代金を求めるのかを見せます。またよく見て考えてくださいね、 。（ ） 、・整数での計算の仕方につい Ｔ 画面を見て 何かひらめいた人はいますか いた場合 おおて考える すごい。等ほめるＴ 何かひらめいた人は、ひらめいたことを発表してくださいＣ テープが動いたＣ 0.1ｍがいくらするかを求めている。Ｃ 0.1ｍが９円だから９円かける26をするＴ なるほど、0.1ｍの金額を求めるんですね。もう一度見せますねＴ 0.1ｍの値段を求める方法分かるかなＣ １ｍは0.1ｍが10個だから90を10でわるＴ １ｍの値段と0.1ｍが10こを使って0.1ｍの代金を求めるんだねＴ 0.1ｍの代金を求める式はどうなりますかＣ 90÷10Ｃ 90÷10をして９円ですＴ この９円を使って2.6ｍ分の代金を求めますＴ 続きを見せますね。よく見て考えてくださいＴ どうやっていましたかＣ 2.6ｍは0.1ｍが26個分だから９円が26個分になるＣ 0.1ｍが26個だから９×26をしていたＴ そうだね。じゃ答えを出せますかＣ ９×26＝234Ｃ 234円Ｔ 今日勉強したことをプリントに書いてください５ 学習課題のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行うＴ 0.1ｍをもとにして2.6ｍは0.1ｍが26個と考えて計算しましたね６ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてください。Ｔ 発表してください。指導細案（２時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間は0.1ｍをもとにして2.6ｍを26こという整数にして計算しましたね。１ 本時の学習内容を知る Ｔ 今日の問題はこれです。昨日と同じ問題です（紙板書を貼る）Ｔ 図の書き方をもう一度確認しておきましょうＴ 今日は同じ問題を別のやり方で整数にして計算する方法を考えていきたいと思いますＴ 何かアイディアのある人はいますかＣ 26にする。26ｍにする。小数点を消す。難しい２ 学習課題を知る Ｔ 今日の課題は90×2.6を別の方法で計算しようにします３ 解決の見通しをもつ Ｔ みんなはどんな整数になると思いますか。見通しに書いてみてね。どうするといいと思うかも書いてくださいね。Ｃ 26かな （板書）10倍かな 小数点を取る。。４ 計算の仕方を考える Ｔ そこで今日も整数にする方法をコンピュータの画面を見て考え・2.6を整数にする方法を考え てもらいます。どうやってどんな整数にしているかをじっくりとる 考えてください＊見る観点としては2.6を整数にする方法を考えるということを知らせておくＴ どうやってどういう整数にしていましたかＣ 26 26ｍＣ 10倍してたＣ 2.6ｍを26ｍにするＣ 10倍していたＣ よく分からないＴ 2.6ｍを26ｍにしていましたね。どうやって26ｍにしたかをもう一度じっくりと見て考えてください。Ｔ どうでしたかＣ やっぱり10倍してた＊10倍が納得できないようだったら一緒に数え10個分になってい



ることや2.6の10倍が26であることから理解を図るＴ 2.6ｍを10倍した26ｍを使って計算する方法を考えていきます何かひらめいた人はいますかＣ 26ｍ分の代金を求めて計算するＣ よく分からないＣ 90×26をする・整数での計算について考え Ｔ 今度はこの考えを使って、どうやって計算をして代金を求めるる のかを見せます。またよく見て考えてくださいねＴ 何かひらめいた人はいますか （いた場合）おお、すごい。等。ほめるＴ 何かひらめいた人は、ひらめいたことを発表してくださいＣ 26ｍの代金を求めてから2.6ｍの代金を求めたＣ 26ｍの代金は10倍になっている・2.6ｍの代金を求める方法を Ｔ 26ｍの代金を求めたあとどうすればいいかをよく考えてね考える Ｃ 小さくする。10倍の反対をする。10でわる。1/10にする＊10でわるや、1/10にするが出た場合はそのことを教材を見て確かめていく＊10でわるや、1/10にすることが出ない場合はリボンが短くなったこと、10倍したことを手掛かりにどのくらいの大きさにすればよいかを考えさせるＴ もう一度確かめながら見ていくからね。Ｔ まず10倍した金額を求めるんだね （板書）そのときの式は。Ｃ 90×26＝2340Ｔ 2340はもとの答えの何倍かな。Ｃ 10倍Ｔ 次にこの金額は10倍になっているから1/10にするんだね。そのときの式はＣ 2340÷10Ｔ 今勉強したことをプリントに書いてくださいＴ 今日の計算は2.6ｍを10倍して26ｍと考えて計算したんだねＴ 前の時間に計算したやり方と今日のやり方で共通していることはありますか５ 話し合う Ｃ 答え・前時のやり方との共通点を Ｃ 2.6を26にしている見つける Ｃ 整数にして計算している６ 学習のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながら計算の仕方をまとめる７ 練習問題に取り組む Ｔ 練習問題をします （p75①）をしましょう。今日勉強したや。り方でやってみましょうＴ 問題を読みましょう。＊図が難しいときには一緒に書く＊答え合わせに教材を使う８ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（３時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日の問題はこれです（紙板書で問題を提示する）Ｔ 読んでみましょうＣ １ｍの重さが2.3kgのパイプがあります。このパイプ□ｍの重さは何㎏ですかＴ できそうですかＣ □の中に数字がないとできませんＴ そうだね じゃまず２を入れてみようかＴ 読んでみましょうＴ できますか・整数の場合について数直線 Ｔ 数直線をかきましょう。かけそう、それともまだ難しい。一緒を書く に書こうね。今日は鉛筆で自分のプリントに一緒に書きますＴ まず、何についての問題ですかＣ １ｍが2.3kgのパイプの問題ですＴ どれだけありますかＣ ２ｍありますＴ 式は言えますかＣ 2.3×２Ｔ 答えはＣ 4.6・整数の計算をもとに言葉の Ｔ 言葉の式をつくりましょう式をつくる Ｔ 2.3は何ですかＣ １ｍの重さ



Ｔ ２は何ですかＣ パイプの長さＴ 言葉の式は、1ｍの重さ×パイプの長さ＝全体の重さになりますねＴ じゃ今日の問題は （2.8と□に記入する）Ｃ 読むＴ 2.8は数直線ではどこになりますかＣ ２と３の間くらいです＊数直線上で確認するＴ 式は分かるかな・本時の問題について立式す Ｔ 式を書いてみてくださいる Ｔ 発表しましょうＣ 2.3×2.8です。言葉の式に当てはめましたＣ 問題が同じで数字が変わっただけだからＣ 数直線で見ても同じだからＴ 前の式とどこがちがいますかＣ 小数×小数になっている２ 学習課題を知る Ｔ そうだね。今日は小数×小数の問題ですねＴ 2.3×2.8の計算の仕方を考えようを課題にします３ 解決の見通しをもつ Ｔ さあ、どうすれば計算できそうかなＴ 見通しのところにどうやったらできそうか書いてみてくださいＣ 小数点がなければ簡単Ｃ 前の時間みたいに10倍にするＣ 難しいなＣ 整数ならできるＴ どんな整数になりそうですかＣ 23と28Ｔ どうやって整数にすると思いますか４ 計算の仕方を考える Ｃ 10倍する・2.3と2.8を整数にする方法 Ｔ 本当にそうなるか見てみましょうね(2.3kgについて考えさせを考える る)Ｔ 整数にするためどうしていましたか＊2.3㎏が23㎏になっていることと10倍になっていることが指摘できればよいＣ 10倍している 23になっているＴ 次に2.8を整数にするからね＊2.8ｍが28ｍになっていることと10倍していることが指摘できればよいＴ これで整数になったね・23×28の計算をする Ｔ プリントに整数にする方法を書いてください式は23×28になったね（板書）これなら計算できるかなＣ それならできるＴ じゃあ計算してみましょう。まず23×28の答えを求めましょうＴ いくらになりましたかＣ 644Ｔ これ単位なんだか分かるＣ ㎏Ｔ じゃ問題の答え、644㎏ということかなＣ なんか変だよ 重すぎる いいと思うＴ ちょっと重すぎる感じだね。正しい答えと比べてどうなっているんだろうね。Ｃ 10倍したから10倍になっている｡10倍して10倍しているから100倍になっている。２回10倍したから20倍になっている 分からない難しいＴ なるほどなるほど。他の人たちはどう。・整数の計算をすることにつ Ｔ じゃあ、644は正しい答えと比べるとどうなっているか考えていて考える みてねＴ 見せます。よく見ていてねＣ 大きくなったＣ 644は本当の答えの100倍になっているＣ 10倍を２回するから100倍になっているＴ どのくらい大きくなっているのかを考えてみようね（教材をもう一度提示する）Ｔ どう ポイントは最初に何倍して次に何倍しているかなんだけどなあＣ ああ100倍かなＴ 100倍だって どう思うＴ 確かめよう（教材をもう一度提示する）Ｃ 100倍だ



Ｔ まず2.3を10倍して、次に2.8を10倍しているね。ということは10倍してもう一度10倍だねＣ やっぱり100倍だＴ ということは整数にして計算すると積は何倍になるのＣ 100倍ですＴ 次にどうすればいいと思いますか・小数の積の求め方について Ｃ 小さくする考える Ｃ 1/100にするＴ まず小さくするというのはみんな共通しているね。どのくらい小さくすればいいのかを考えていきましょうＴ 教材を見せますＴ どうなっていましたかＣ 1/10になっていた。1/100になっていたＴ どっちだろうねＴ 何回1/10にしていたかなＣ ２回Ｔ 1/10にしてもう一度1/10にするということだよねＴ もう１回見て確認しましょうＴ まず１回1/10にします。1/10にしたものをもう一度1/10にしますＣ 1/100だＴ 積が100倍になっているから1/100にするんだねＴ 1/100にする式は何だろうＣ 644÷100Ｔ 今勉強したことをプリントに言葉と式を使って書いてください５ 学習課題のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行う６ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（４時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間に2.3×2.8の計算をするために勉強したことは何でし2.3×2.8の計算の仕方を考 たかえたことを想起する Ｃ 2.3と2.8を整数にしたＣ 10倍して整数にしたＣ 23と28にしたＣ 答えを1/100にした 答えを100でわった１ 本時の問題を把握する Ｔ そうだったね。今日は2.3×2.8を筆算で計算する方法を勉強し・2.3×2.8を筆算で計算する ますことを知る２ 学習課題を知る Ｔ 課題は「2.3×2.8を筆算で計算しよう」にします。３ 解決の見通しをもつ Ｔ 見通しのところに筆算の式を書いておきましたＴ どうですか。計算できそう。ちょっと難しそうＣ できそうＣ 難しそうＴ どうすればできそうですかＣ ふつうに計算する（出たらふつうの意味を聞く）Ｃ 整数の計算をしてから小数点を付けるＴ じゃ一回やってみましょう（何人かのものを紹介する。机間巡視をしながら取り扱う児童を決める）Ｔ 筆算をやってみてどうでしたかＣ 簡単Ｃ 難しいＣ ちょっと分からないＴ どこが難しいところになるのかなＣ 小数点Ｔ やっぱり小数点をどうするかがポイントになるねＴ それじゃあね、小数点をどうするかを今日は考えるからねＴ 実は今日の勉強はほとんど昨日勉強したことなんです。今日のポイントは昨日まで勉強した計算の仕方と筆算を合体させることなんです４ 筆算の計算の仕方を考え Ｔ コンピュータの画面を見せます。昨日勉強したことが出てきまる す。まずそれを見つけてください・小数を整数に置き換え計算 Ｔ 見つけましたかしたときの小数点の移動を Ｃ 10倍しているところ考える Ｔ 何のために10倍にしたんだっけＣ 整数にするためです



＊100倍と関連づけを明確にするためそれぞれやどちらもという言葉を大切に扱うＣ 644も同じですＴ 644に着目したんだねＣ 644は6.44を100倍した数ですＴ 次に、昨日まで何とかしたいといっていた小数点がどうなっているかを見つけてくださいＣ 右に１けた動いているＣ 10倍すると右に１けた動いているＴ 10倍すると右に１けた動いていますねＴ それぞれ１けた動いているよね。ということは全部で何けた動いたことになりますか・整数の計算をしたときの積 Ｃ ２けたの大きさを考える Ｔ ということは644は本当の答えの何倍になっているのかなＣ 100倍です・積を1/100にするときの小数 Ｔ プリントに書きましょう点の移動を考える Ｔ 次に小数点を付けるところを見せますＴ まず昨日勉強したことを見つけてくださいＣ 1/10している 答えを1/100にするＴ 次に小数点がどうなっているかを見つけてくださいＣ 左へ１けた動く。答えは左へ２けた動くＴ プリントに書いてください５ 学習のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行う６ 練習問題に取り組む Ｔ それでは練習問題に取り組みましょう７ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（５時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間に筆算の計算の仕方を勉強しましたね。それでは、確認をしましょうＣ 整数にするために10倍する。小数点が右へ１けたうつる。答えは100倍になる 1/100にする１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日の問題はこれです(紙板書で提示する)２ 学習課題を把握する Ｔ 今日は いろいろな小数のかけ算の問題を筆算で計算をします３ 解決の見通しをもつ Ｔ どうやればできそうですかＣ 10倍して整数にして、計算して1/100にする４ 自力解決に取り組む・プリントに計算の仕方や考 Ｔ それではやってみましょう。え方を記入する ＊机間巡視をして指名する児童を決めておく＊３名指名する正解をもとに検討を加え一般化を図りたいのでできている児童を指名するＴ それでは発表してもらいましょう。指名＊児童の説明を板書する５ 考えを発表する発表 Ｔ 皆さんどうでしたかＣ できてた。ちがってたＴ それではこの３つの計算を比べていきましょう。Ｔ 前回勉強したのとやり方がすっかり同じ計算はどれですか＊前時の復習で確認したことと、やり方が同じものを見つける・３つの筆算について共通点 Ｃ ①ですと相違点を見つけるいる Ｔ じゃ、①と同じところを②、③から見つけてプリントに書いてくださいＣ 10倍して整数にしているところ 整数の計算をしているところ答えが100倍になっているところ 1/100にしているところＴ 次にちがうところを見つけて書いてください。Ｔ 発表してください。Ｃ ０を消している。 １の位に０を書いている。６ 学習課題のまとめをする ＊児童と応答しながら学習のまとめをする７ 練習問題に取り組む Ｔ それでは練習問題に取り組みましょう。＊プリントを配布Ｔ プリントに取り組んでください。＊机間巡視をしながら丸つけをする。８ 感想 Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください
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